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石川県規則第18号の公布公告

石川県公告式条例(昭和25年石川県条例第32号)第3条において準用する同条例第2条第 2項ただし書の規定によ

り、次のとおり県庁前の掲示場及び総務部行政経営課の執務室前に掲示して公布した。

令和4年4月15日

石川県知事 馳 I告

i長 1酪 C醤総会l乞闘がの画展1酪 C l!l堅仕上1 ::llß-t阜の聴置今~1腿斗-rl{ð~震直今~リ ル )~<qi号令l{ð。

司F長田社Illo::r::llート同E

時三~J夜1酪 ~ -14- トヰ 蝋

旧三I!!!IE曜E、総十〈日r
思1串 e醤総必]乞闘がの置車1串 C~仕上1 ::llß-rl{ð~展~今~1慢~-rl{ð~展亘

i長 1酪 Q醤総会l乞闘がの画展1酪 Q堅t吐土i亜がの蝦置(併世十〈社時三~~震直線国十同ロや)士三， 1腿斗-rl{d。
~ ;mz 

))C~震直也F 守長田社川 o::r:: l l-1一平 ill .fミ心禦!とかの。。
石川県訓令第6号の公表公告

石川県公告式条例(昭和25年石川県条例第32号)第4条第2項において準用する同条例第2条第2項ただし書の規

定により、次のとおり県庁前の掲示場及び総務部行政経営課の執務室前に掲示して公表した。

令和4年4月15日

石川県知事 馳 浩

石川県訓令第6号

庁

出

副知事の担任事項に関する規程(平成18年石川県訓令第13号)は、廃止する。

令和4年 3月25日

中

先 機

般

関

石川県知事 谷 本 正 憲

附則

この訓令は、令和4年 3月27日から施行する。。



4 4 哨 ロ 品 有 ム 油 5 E ( ゆ 爾 司 ) 剖 期 ミ主緬 bラ 加々

剖 ヱ 一 滴 潜 浬 獄 E h 叩 見 ) 珍 卦 砂 時

削 工 一 滴 砂 時 比 冷 車 ( Z 出 哨 ロ 日 目 抑 制 三 一 滴 冷 車 瀦 ω N 中 ) 獄 ω ぬ が 打 泣 F J ぺ 内 需 迫 斗 か E h m 亘 獄 N 冷 滅 N 畑 汁 間 「 嚇 3 誼 同 一 n -汁

戸 内 庁 3 ~ 川 位 。 病 斗 罫 3 道 切 瀦 N P C 内 務 鍛 曹 司 簿 繭 球 難 3 繋 灘 附 圭 一 什 溺 洲 「 ペ 吟 社 「 汁 。

品 吋 山 司 ロ ム 刊 ム 」 4 5 2

剖 三 一 滴 昨 日 明 響 五存

石 川 県 事 務 委 任 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

令 和 四 年 三 月 三 十 一 日

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 規 則 第 十 九 号

石 川 県 事 務 委 任 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 事 務 委 任 規 則 ( 昭 和 三 十 五 年 石 川 県 規 則 第 六 十 一 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 能 登 空 港 管 理 事 務 所 長 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

美 術 館 長 石 川 県 立 美 術 館 条 例 ( 昭 和 五 十 八 年 石 川 県 条 例 第 二 十 八 号 )

第 八 条 第 一 項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 使 用 料 を 後 納 と す る 事 由 の 認 定

第 八 条 第 二 項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 使 用 料 の 返 還

第 八 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 使 用 料 の 減 免

石 川 県 立 歴 史 博 物 館 条 例 ( 昭 和 六 十 一 年 石 川 県 条 例 第 二 十 六 号 )

第 六 条 第 一 項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 使 用 料 を 後 納 と す る 事 由 の 認 定

第 六 条 第 二 項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 使 用 料 の 返 還

第 六 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 使 用 料 の 減 免

石 川 県 立 図 書 館 条 例 ( 令 和 四 年 石 川 県 条 例 第 七 号 )

第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 使 用 の 承 認

第 五 条 第 一 項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 施 設 使 用 料 を 後 納 と す る 事 由 の 認 定

第 五 条 第 二 項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 施 設 使 用 料 の 返 還

第 五 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 施 設 使 用 料 の 減 免

第 七 条 第 一 項 及 び 第 二 項 ノ の 規 定 に よ る 使 用 の 承 認 の 取 消 し 及 び 使 用 の 停 止

石 川 県 立 図 書 館 条 例 施 行 規 則 ( 令 和 四 年 石 川 県 規 則 第 十 号 )

第 十 九 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 決 定 等

第 二 十 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ る 決 定 等

石 川 県 立 白 山 ろ く 民 俗 資 料 館 条 例 ( 昭 和 五 十 四 年 石 川 県 条 例 第 三 十 一 日 す )

第 四 条 た だ し 書 の 規 定 に よ る 入 場 料 を 後 納 と す る 事 由 の 認 定

第 五 条 の 規 定 に よ る 入 場 料 の 減 免

第 六 条 た だ し 書 の 規 定 に よ る 入 場 料 の 返 還
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歴 史 博 物 館 長

1
 

2
 

3
 

図 書 館 長

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

1
 

2
 

白 山 ろ く 民 俗 資 料 館

長 1
 

2
 

3
 

別 表 第 二 保 健 所 長 の 項 中 第 三 十 七 号 を 削 り 、 第 三 十 八 号 を 第 三 十 七 号 と し 、 第 三 十 九 号 を 第 三 十 八 号 と し 、

第 四 十 号 の 前 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

三 十 九 石 川 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 ( 令 和 三 年 石 川 県 条 例 第 三 十 四 号 )

- 第 十 六 条 第 一 項 及 び 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 多 頭 飼 養 に 関 す る 届 出 の 処 理

2 第 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 特 定 動 物 の 逸 走 時 の 通 報 の 処 理

3 第 十 九 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 事 故 発 生 時 の 届 出 の 処 理

4 第 二 十 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 措 置 命 令

5 第 二 十 一 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 係 留 さ れ て い な い 犬 の 収 容 及 び 捕 獲 の 実 施

6 第 二 十 二 条 第 一 項 及 び 第 二 項 ( こ れ ら の 規 定 を 同 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ) の 規 定

に よ る 犬 を 収 容 し た 場 合 等 に お け る 通 知 、 公 示 、 返 還 及 び 処 分

7 第 二 十 三 条 の 規 定 に よ る 動 物 の 譲 渡 し

8 第 二 十 四 条 第 一 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ る 薬 物 に よ る 犬 の 捕 獲 、 犬 の 薬 殺 及 び 関 係 市 町 長 等 へ の 協

力 依 頼
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9 第 二 十 五 条 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収

叩 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 の 実 施

別 表 第 二 保 健 所 長 の 項 第 五 十 号 凶 を 次 の よ う に 改 め る 。

四 第 十 八 条 の 十 五 第 六 項 の 規 定 に よ る 解 体 等 工 事 に 係 る 調 査 結 果 の 報 告 の 受 理

別 表 第 二 保 健 所 長 の 項 第 五 十 号 初 中 「 第 十 八 条 の 十 七 第 二 項 」 を 「 第 十 八 条 の 十 七 第 一 項 及 び 第 二 項 」 に 改

め る 。
別 表 第 二 南 部 小 動 物 管 理 指 導 セ ン タ ー 所 長 の 項 中 第 二 号 を 削 り 、 第 三 号 を 第 二 号 と し

え る 。

同 項 に 次 の 一 号 を 加

石 川 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例

- 第 二 十 一 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 係 留 さ れ て い な い 犬 の 収 容 及 び 捕 獲 の 実 施

2 第 二 十 二 条 第 一 項 及 び 第 二 項 ( こ れ ら の 規 定 を 同 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。

に よ る 犬 を 収 容 し た 場 合 等 に お け る 通 知 、 公 示 、 返 還 及 び 処 分

3 第 二 十 三 条 の 規 定 に よ る 動 物 の 譲 渡 し

4 第 二 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 薬 物 に よ る 犬 の 捕 獲 及 び 犬 の 薬 殺

5 第 二 十 五 条 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収

6 第 二 十 六 条 第 一一 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 の 実 施

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

の 規 定

剖 ヱ 一 滑 油 浬 滅 N o h 叩 3 吟 卦 吟 時

削 工一 滴 吟 時 比 治 主 ( Z 同 制 ロ N 印 抑 制 ヱ 一 滴 冷 重 油 ω N h 叩 ) 獄 ω 品 川 打 討 F J ぺ 内 需 迫 斗 O B 治 主 潮 N 冷 鴻 N 畑 汁 内 「 嚇 3 温 尚 一 円 軒

。 対 q u 什 討 。 病 司 E Q ) 道 切 什 W M 向。A 欝 鎖 曹 4 4 県 殿 、 時 剤 、 ) 繋 州 戦 附 部 打 歯 切 「 ペ 吟 弘 司 「 汁 。

品 吋 山 明 ロ ム 刊 ム 油 呂 田

剖 三 一 滴 吉 例 謹

石 川 県 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

令 和 四 年 三 月 三 十 一 日

石 川 県 知 事 馳

石 川 県 規 則 第 二 十 号

石 川 県 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

第 一 条 石 川 県 組 織 規 則 ( 昭 和 三 十 九 年 石 川 県 規 則 第 二 十 三 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 六 項 の 表 文 化 振 興 課 の 項 中 「 、 新 図 書 館 整 備 推 進 室 」 を 削 る 。

第 六 条 第 一 項 の 表 秘 書 課 の 項 第 六 号 を 削 る 。

第 六 条 の 二 第 一 項 の 表 企 画 課 の 項 中 第 十 九 号 を 第 二 十 号 と し 、 第 六 号 か ら 第 十 八 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下

げ 、 第 五 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

6 知 事 会 に 関 す る こ と 。

第 六 条 の 三 第 一 項 の 表 文 化 振 興 課 の 項 第 七 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

7 石 川 県 立 美 術 館 に 関 す る こ と 。

第 六 条 の 三 第 一 項 の 表 文 化 振 興 課 の 項 中 第 十 三 号 を 削 り 、 第 十 二 号 を 第 十 五 号 と し 、 第 八 口 す か ら 第 十 一 口す

ま で を 三 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 七 号 の 次 に 次 の 三 号 を 加 え る 。

8 石 川 県 立 歴 史 博 物 館 に 関 す る こ と 。

9 石 川 県 立 図 書 館 に 関 す る こ と 。

日 石 川 県 立 白 山 ろ く 民 俗 資 料 館 に 関 す る こ と 。

第 六 条 の 三 第 二 項 の 表 国 民 文 化 祭 準 備 室 の 項 中 「 第 一 項 の 表 文 化 振 興 課 の 項 第 十 二 号 」 を 「 第 一 項 の 表 文

化 振 興 課 の 項 第 十 五 号 」 に 改 め 、 同 表 新 図 書 館 整 備 推 進 室 の 項 を 削 る 。

第 七 条 第 一 項 の 表 薬 事 衛 生 課 の 項 第 十 三 号 中 「 及 び 犬 の 危 害 防 止 」 を 削 る 。

第 十 条 第 一 項 の 表 建 築 住 宅 課 の 項 中 第 二 十 八 号 を 第 二 十 九 口 す と し 、 第 二 十 七 号 を 第 二 十 八 号 と し 、 第 二 十

ミ主
浩

日存
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六 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

幻 マ ン シ ョ ン の 管 理 の 適 正 化 の 推 進 に 関 す る 法 律 の 施 行 に 関 す る こ と 。

第 十 三 条 第 二 項 の 表 中

学芸員
怪学芸主
学芸主査
員学芸専門
係査主

化課文仮奥

分課

上
上
司
司
の
。コ

命受をけ
命受をけ

特定
詰課分当 。コ 特定 (
/)
 

を

分 課 上 司 の 命 を 受 け 、 当 該 分 課 の 特 定 の 事 務 を 処 理 す る 。 に 改 め る 。

第 十 六 条 中 第 十 四 号 を 第 十 五 号 と し 、 第 三 号 か ら 第 十 三 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 二 号 の 次 に 次 の 一

号 を 加 え る 。

三 図 書 館

館
書立図
石川県
名称

二丁目
小立野
金沢市
位置

土資料課
歴公文書史

閲覧サ
利宇〕課用生佐
署管理
組描部内

ビ ス
郷

課

2
 
1
 談す闘にる
貸並び出に
書館料固資

3
 
2
 
1
 こ
館内

館料回書賢
県内の
寸関るー
県民の

Jと。
務の事 の

の
喜図
」え
躍交進

分

展示すに関る
相Eカの脇
ふ

掌
の

るさと
の

こ
促進
:
 
の
課

と。
すに悶る
文化の

の 所掌属になし

事

)
整

すに闘る
理
;
 
解主等

務

及調査び欄
保存及聞覧び

の

すb事項闘る
、

化文 流チcx
て、

第 十 九 条 第 二 項 中 「 歴 史 博 物 館 」 の 下 に 「 、 図 書 館 」 を 加 え 、

同 条 第 十 五 項 の 表 消 防 学 校 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

同 条 第 十 三 項 中 「 総 括 学 芸 主 幹 、 」 を 削 り 、

図 書 館 司 書 主 査 、 司 書 主 任 、 司 書

別 表 第 一 第 二 号 の 表 石 川 県 公 務 災 害 補 償 等 審 査 会 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。
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つ
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ベ語事る
進営に閑し

長館対てにし
館長ての

館長て

館長て
の 諮問応じ

意見述てを
応諮問にじ

の 諮応問じ

るもとと
務へ事る
にQ
 
もとと

にるもJJ
E E
 

館書図
館長対し

館長
の イ'丁ー 文化橿興課
:化振興謀文
:化振興課文

第 二 条 石 川 県 組 織 規 則 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 の 表 県 民 文 化 ス ポ ー ツ 部 の 項 中 「 文 化 振 興 課 」

加 え 、 同 条 第 六 項 の 表 文 化 振 興 課 の 項 を 削 る 。

第 六 条 の 三 第 一 項 の 表 文 化 振 興 課 の 項 第 十 五 号 を 削 り 、

の 下 に 「 、 い し か わ 百 万 石 文 化 祭 推 進 室 」 を

同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

い し か わ 百 万 石 文 化 祭 推 進 室 国 民 文 化 祭 及 び 全 国 障 害 者 芸 術 ・ 文 化 祭 に 関 す る こ と 。

ミ主



令和 4年 4月 15日(金曜日) 石川県公報 号 外

華民Kボ(;111撚 II ~(; 判長田I!li-P<記録li望書~側 Q郡必l亘的。

華民十 I I I ~*織 1 1部 (; ~総長 「ぐ外国属糊{叫 J (;件以 i' 二....)~ミ」ミ回同 ト尽何学延長組湘{附」会l異吋l{ð。

韮 E

) J (;事~imZ~ ' 守長国語十回m:: 1 miミ心禦!といの。fJ.'42...J' ~眠 1 I ~*(;駆{回世， Illi:m:: <m~ミ心4翌日ごいの。

石川県訓令第9号の公表公告

石川県公告式条例(昭和25年石川県条例第32号)第4条第2項において準用する同条例第2条第2項ただし書の規

定により、次のとおり県庁前の掲示場及び総務部行政経営課の執務室前に掲示して公表した。

令和4年4月15日

石川県知事 馳

石川県訓令第9号

庁

出

石川県処務規程(昭和33年石川県訓令甲第9号)の一部を次のように改正する。

令和4年3月31日

石川県知事 馳

中

先 機

般

関

f告

ヨ昼二
1口

別表第1第2号の表税務課長専決事項の欄中第6号を削り、第7号を第6号とし、第8号から第12号までを

1号ずつ繰り上げ、同表企画振興部長専決事項の地域振興課の欄第 1号を次のように改める。

l 明哲翌軍事(;:\lt握主総目当 Q 十や〈蝉~mÆ~l{ð~と亘課目岨巡 (~F'-~川壮士担経紙十干ミEや)

同 組Eく端組長--\J~事(;~展{回以刊の摺嵩喪主事:\lt~星主総国主-\E1H~;t;:固(;~構とD2!~l{ð 1酪総(;$!割

N 組R~<<*組長 1 1思肖~封眼目担率(;~展{\!;!~吋の摺括主要苦手牢~童保田草稿摺!~i!!!K;t;:固 (;~{I!t (，1111者肖~，同総+<出〈

(;里民ヨヨ

別表第1第2号の表県民文化スポーツ部長専決事項の文化振興課の欄中第4号を第5号とし、第3号を第4

号とし、第2号の次に次の 1号を加える。

川 ト尽 三i!!!K i対図制E題点~慢に$ZimZ (守長田社同三i!!!K$芸歪線十日や)

r-< ~民十--\J吋~(;~展{回以ム五時過耳石~(;g差出(; \{I>\掘 e 時番組

別表第1第2号の表文化振興課長専決事項の欄中第5号を第6号とし、第4号を第5号とし、第3号を第4

号とし、第2号の次に次の 1号を加える。

川 ト尽 ミi!!!K州国側E塩崎f~~裂にE震直

F→ 華民国城聡 1~(;~寝{I!:!~ ム-fl{ð~題世~(;側同調1F

別表第1第2号の表健康福祉部長専決事項の厚生政策課の欄第1号中 9を削り、 8を9とし、 3から 7まで

を4から 8までとし、 2の次に次のように加える。

の 線国十同州~(; iく線 1 1 ~ (組長岡田十 I I I ~*燃 1 \思~~ ニトノ掘崎純吋ド耕æ::~l{ð里泰司ロ拠佃布。 ) (;摂{I!:!~"-t

の|世~~(;醤機会J!と小て初判Q拠出

別表第 1第2号の表健康福祉部長専決事項の厚生政策課の欄第 1号10を次のように改める。

ヨ 撚同十K~*撚 1 \雪(民さわ綾田郎会心撚--\J~制下ノ()J.'j主，_0(;蝦料品j組長岡田十回嶋~~~ニ ν娼必mrr吋トノ耕民

~l{ð!'l泰司日今{<J相品。) (;販制~"-tのギ~~!@:;:単剥〈とl{交いの騨刑事霊長'制 Fく1き{剣'部淵E語.J:I[( ('1*持 F 諜醐~

守' 帯保燃~斗司E司手陣~~~ぷ~ (;~さ醤(;~.J:I日

別表第1第2号の表健康福祉部長専決事項の厚生政策課の欄第1号中11から13までを削り、 14を11とし、 15

から28までを12から25までとし、同号に次のように加える。

認 証京国 11 +同延長(;~寝{回以ム-f l{ð :;!;::!~fí~毒剤型長銀剣士活-<(;幅制

民 総同 1 1 1 +再燃燃 1 1罫 (;~展{I!:!~ 吋l{ð~己4同!想記j朝準主主製刻巡-< (;~製紙 Q闘降\c総ta

回 線岡田十州~(;~展{I!:!~吋のギ4目IR巨岩刑総生製剣収事Q尉匹{(;陪{同

55 華民岡田十11延長Q蝦{回以ム-fl{ð :;!;::!4~!日臣認地部製剤迅-<(;乞縦割1時(;刑制同~~会欝Q槌ta

S 華民団団十同時巨額R1 1官、民む燃 II ~(;摂{I!:!~"-tl{ð~己4~!日l!!:;:草剤鉱器棚賠{I!:!(;醤)l!E....)

別表第 1第2号の表厚生政策課長専決事項の欄中第15号を第16号とし、第 1号から第14号までを 1号ずつ繰
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。 - 2 戸 耳 蓮 - n w 加 同 中 ~ 川 「 ペ 野 3 H h 叩 尚 三 口 U 刊 か 。

一 社 会 福 祉 法 ( 他 の 課 の 所 管 に 属 す る 事 項 を 除 く 。 )

- 第 百 四 十 五 条 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 公 益 社 団 法 人 及 び 公 益 財 団 法 人 の 認 定 等 に 関 す る 法

律 第 二 十 九 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 登 記 の 嘱 託

2 第 百 四 十 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 認 定 の 取 消 し に 伴 う 贈 与 契 約 成 立 の 通 知

国 一」 w m 滴 H 滴 N 叩 叩 見 ) 叫 m 滞 刑 期 前 世 庁 設 耐 叫 判 円 滑 側 泊 見 ) 湘 謝 洋 ゆ 叫 湘 見 ) 議 滴 同 相 叩 丑 ∞ 品 川 五 三 d 叶 め ∞ 什 「 d N 1 7 0 G M 附 」 川 d

品 川 ω U 7 0 叶 持 ベ リ ， 汁 「 d H S 対 一 円 内 庁 、 υ 1 汁 ψ ↑ n u g u N O 。

2 第 四 十 五 条 の 六 第 二 項 ( 第 百 四 十 三 条 第 一 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ) の 規 定 に よ

る 一 時 役 員 の 職 務 を 行 う べ き 者 の 選 任

出 -」 糊 潤 H 鴻 N h 叩 見 ) 叫 m 蒋 淘 前 世 庁 時 官 同 刑 制 作 滑 側 泊 3 H 刑 判 芹 ゆ 剛 湘 見 ) 議 潤 同 相 叩 む 品 町 内 汁 3 』 μ ゆ 一 円 四 片 町 び 向 日 。

9 第 五 十 六 条 第 一 項 及 び 第 四 項 か ら 第 七 項 ま で ( こ れ ら の 規 定 を 第 百 四 十 四 条 に お い て 読 み 替 え て 準 用

す る 場 合 を 含 む 。 ) の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 法 人 に 対 す る 報 告 徴 収 、 立 入 検 査 、 改 善 勧 告 、 公 表 、 措 置 命

令 、 業 務 停 止 命 令 及 び 役 員 の 解 職 の 勧 告

出 一」 削 畑 獄 H 浦 日 山 中 3 削刈 ' 満 潮 前 世 -E 官 h m 羽 海 側 畑 3 h 刑 判 洋 ゆ 剛 湘 3 謹 獄 H 訓 ・ 丑 E M州 Q ， = め 歪 ? ロ 品 川 H C 什 「 d Z U 7 V

N ω 仲 」 リ 礼 町 ニ H Y O N - M 問 」 川 d 什 「 ' 亘 伸 一 円 内 庁 3 1 汁 叩 V F n u q E U 仰 向 い 。

幻 第 百 二 十 五 条 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 法 人 の 認 定

幻 第 百 三 十 九 条 第 一一 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 法 人 の 定 款 の 変 更 の 認 可

但 第 百 四 十 条 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 方 針 の 変 更 の 認 定

お 第 百 四 十 二 条 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 法 人 の 代 表 理 事 の 選 定 及 び 解 職 の 認 可

部 第 百 四 十 五 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 認 定 の 取 消 し

国 一」 山 用 油 H 瀦 N h 叩 3 山 府 議 刑 期 前 世 高 官 湘 相 浮 側 泊 3 湘 判 芹 ゆ 剛 湘 3 謹 抽 調 印 ー 叩 ω 骨 「 附 則 第 四 条 第 四 項 」 品 川 「 附 則 第 十

一 条 第 四 項 」 一 円 四 片 町 Y E 叩 ∞ 丑 「 附 則 第 十 四 条 」 除 「 附 則 第 二 十 一 条 」 打 将 官 Y E 叩 吋 丑 「 附 則 第 十 五 条 」 除

「 附 則 第 二 十 二 条 」 一 円 四 片 町 d d E 叩 ∞ サ 「 附 則 第 十 六 条 」 品 川 「 附 則 第 二 十 三 条 」 打 将 官 d d E 叩 G f 「 附 則 第 十 八

条 」 品 川 「 附 則 第 二 十 五 条 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 第 十 九 条 及 び 第 二 十 条 第 一 項 」 打 将 官 ゾ E h t c f 「 附 則

第 二 十 条 第 二 項 」 め 「 附 則 第 二 十 七 条 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 第 十 九 条 、 第 二 十 条 第 一 項 及 び 第 四

十 八 条 の 七 」 打 尽 $ J 亙 刷 用 期 判 洋 ゆ 叫 湘 湘 網 開 対 側 泊 3 議 瀦 N h 叩 ω 門 寸 「 附 則 第 四 条 第 一 項 目 」 品 川 「 附 則 第 十 一 条 第 一

項 」 行 田 片 町 Y E 叩 ム サ 「 附 則 第 四 条 第 二 項 」 時 「 附 則 第 十 一 条 第 二 項 」 一 ρ 「 暗 疾 吸 引 等 研 修 機 関 」 内 「 登 録

研 修 機 関 」 打 痔 t v J 耳 明 叩 印 め 歪 ? 耳 相 叩 ① 門 寸 「 附 則 第 十 七 条 」 め 「 附 則 第 二 十 四 条 」 - Y 「 略 疾 吸 引 等 研 修 機

関 の 」 時 「 登 録 研 修 機 関 に 係 る 」 打 痔 $ d E h 中 サ ∞ 品 川 印 什 「 J E 中 叶 サ 「 附 則 第 二 十 条 第 一 項 及 び 第 二 項 」 命

「 附 則 第 二 十 七 条 第 一 項 」 打 痔 $ d 「 及 び そ の 公 示 」 品 川 正 -3 d E 叩 丑 吋 伸 。 作 「 J E h 叩 一 円 内 庁 3 L H 三 円 吉 川 内 向 日 。

7 附 則 第 二 十 七 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 の 八 の 規 定 に よ る 登 録 特 定 行 為 事 業 者 に 係 る 公 示

浬 期 満 H 鴻 N 中 3 糊 期 浦 洋 ゆ 鶏 期 制 湾 側 泊 3 議 号 満 N 咽 怜 瀦 ω 中 町 了 滅 H h 叩 品 町 瀦 N 叩 ~ リ 了 耳 謹 一 円 満 H 叩

~ 川 「 ぺ 同 庁 3 H h 叩 品 川 沿 ロ U 刊 か 。

一 社 会 福 祉 法 ( 長 寿 社 会 課 の 所 管 に 属 す る 事 項 に 限 る 。 )

- 第 百 四 十 五 条 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 公 益 社 団 法 人 及 び 公 益 財 団 法 人 の 認 定 等 に 関 す る 法

律 第 二 十 九 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 登 記 の 嘱 託

2 第 百 四 十 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 認 定 の 取 消 し に 伴 う 贈 与 契 約 成 立 の 通 知

国 一」 刷 用 獄 H 鴻 N 中 3 刷 用 務 刑 期 前 世 -E 官同 刑 制 湾 側 泊 3 部 嚇 荊 藤 前 洋 諸 3 謹 鴻 H 中 サ ∞ 品 川 耳 一 - d d 寸 時 ∞ ~ 川 デ N 凡 日 ν 川 V O

M 附 」 リ 品 川 ω M 7 0 吋 持 」 リ ~ H 「 J H 3 同 庁 打 野 3 1 汁 一 三 n u q = u 仰 が 。

2 第 四 十 五 条 の 六 第 二 項 ( 第 百 四 十 三 条 第 一 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ) の 規 定 に よ

る 一 時 役 員 の 職 務 を 行 う べ き 者 の 選 任

泊 -」 叫 州 灘 H 鴻 N 叩 叩 円 守 山 川 檎 瀦 首 刑 -E 百 抑 制 作 庁 側 泊 円 。 部 嚇 荊 議 前 芹 描 3 蓮 鴻 H h 叩 む 品 町 内 汁 3 L N W F 刊 四 片 官 ザ 向 日 。

9 第 五 十 六 条 第 一 項 及 び 第 四 項 か ら 第 七 項 ま で ( こ れ ら の 規 定 を 第 百 四 十 四 条 に お い て 読 み 替 え て 準 用

す る 場 合 を 含 む 。 ) の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 法 人 に 対 す る 報 告 徴 収 、 立 入 検 査 、 改 善 勧 告 、 公 表 、 措 置 命

令 、 業 務 停 止 命 令 及 び 役 員 の 解 職 の 勧 告

泊 一」 削 畑 潤 H 潤 日 山 中 3 糊 蒋 潮 前 世 -E 官 h 柳 川 判 港 側 畑 3 覇 酬 荊 璃 前 洋 諸 3 蓋 獄 H 訓 - f E M州 C A = 晶 玉 こ ? ロ 品 川 H C 什 「 d Z

U 7 0 N ω 仲 」 川 d 品 江 戸 す O N H M 問 」 川 d 什 「 ' E 中 一 円 内 庁 3 1 汁 ぺ ご n u q E U 仰 が 。
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幻 第 百 二 十 五 条 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 法 人 の 認 定

お 第 百 三 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 法 人 の 定 款 の 変 更 の 認 可

M 第 百 四 十 条 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 方 針 の 変 更 の 認 定

お 第 百 四 十 二 条 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 法 人 の 代 表 理 事 の 選 定 及 び 解 職 の 認 可

部 第 百 四 十 五 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 認 定 の 取 消 し

国 一」 w m 滴 H 滴 N 叩 叩 見 ) 叫 m 滞 刑 期 前 世 庁 設 耐 叫 判 円 滑 側 泊 見 ) 百 冊 嚇 荊 諦 前 洋 諸 兄 ) 議 滴 - N h 叩 ω 門 寸 「 附 則 第 四 条 第 四 項 」 品 川 「 附 則

第 十 一 条 第 四 項 ノ 」 打 尽 官 Y E 中 品 サ 「 附 則 第 二 十 条 第 二 項 」 品 川 「 附 則 第 二 十 七 条 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 準

用 す る 第 十 九 条 、 第 二 十 条 第 一 項 及 び 第 四 十 八 条 の 七 」 打 痔 $ d 司 山 雲 冊 、 明 荊 蒋 前 洋 諸 期 制 作 府 側 泊 3 蓋 f w 明 日 品 中

品 川 瀦 日 問 中 什 デ 瀦 = h 叩 M 7 0 満 広 明 叩 M 附 」 川 ， 品 町 H h 叩 斗
μ ‘、 υ 難 。 ー ヨ 戸 耳 蓋 瀦 E h 叩 ω 4 U 「 附 則 第 四 条 第 一一 項 」 品 町 「 附 則 第

十 一 条 第 一一 項 」 一 円 四 片 町 び d 耳 叩 ム 丑 「 附 則 第 二 十 条 第 一一 項 及 び 第 二 項 」 品 川 「 附 則 第 二 十 七 条 第 一 項 」 打 痔 与 J

「 及 び そ の 公 示 」 時 歪 f y 耳 叩 一 円 同 庁 、 ) 計 三 円 当 片 山 い 。

5 附 則 第 二 十 七 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 の 八 の 規 定 に よ る 登 録 特 定 行 為 事 業 者 に 係 る 公 示

望 糊 潤 H 滴 N 中 3 糊 覇 酬 荊 議 前 洋 滞 期 制 作 庁 側 泊 3 蓮 丑 獄 呂 中 州 獄 = 中 什 了 獄 回 中 H 7 0 潤 ∞ 叩 叩 M 附 」 川
d

品 川 H h 叩 斗
μ

心 掛 粉 々 〕 I 2 戸 E 議 打 川 淵 回 中 ~ は 「 ペ 対 3 H 品 ・ 品 川 辻 ロ 片 山 い 。

一 社 会 福 祉 法 ( 障 害 保 健 福 祉 課 の 所 管 に 属 す る 事 項 に 限 る 。 )

- 第 百 四 十 五 条 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 公 益 社 団 法 人 及 び 公 益 財 団 法 人 の 認 定 等 に 関 す る 法

律 第 二 十 九 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 登 記 の 嘱 託

2 第 百 四 十 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 認 定 の 取 消 し に 伴 う 贈 与 契 約 成 立 の 通 知

出 一」 山 川 瀦 H 滅 N 中 3 叫 州 帝 脚 刑 期 前 世 -E 官 湘 制 作 対 側 畑 3 糊 側 醗 附 剛 湘 3 議 門 寸 瀦 ω 問 中 礼 町 満 足 中 ~ 川 了 瀦 己 中 3 界 一 円 突 3 N 中

品 川 u q口 U W か 。

三 十 二 愛 玩 動 物 看 護 師 法 ( 令 和 元 年 法 律 第 五 十 号 )

第 三 十 一 条 第 二 号 の 規 定 に よ る 愛 玩 動 物 看 護 師 養 成 所 の 指 定

附 則 第 二 条 第 一 号 ハ 及 び ニ の 規 定 に よ る 養 成 所 の 指 定

1
 

2
 

十 リ 日 農 林 水 産 省

愛 玩 動 物 看 護 師 養 成 所 指 定 規 員 ( 令 幸 三 年 、 令 第 七 号 )

環 境 省

第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 変 更 の 承 認

第 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 指 示

第 七 条 の 規 定 に よ る 指 定 の 取 消 し

出 一」 山 畑 満 H 満 N 中 、 ) 山 畑 山 刑 制 強 除 剛 湘 湘 相 府 府 側 泊 3 議 浦 日 中 品 川 向 庁 、 ) 1 汁 三 円 四 片 官 守 山 い 。

三 十 一 石 川 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 ( 令 和 三 年 石 川 県 条 例 第 三 十 四 号 )

- 第 二 十 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 動 物 愛 護 管 理 員 の 任 命

国 一」 期 満 H 鴻 N 中 見 ) 叫 m 糊 制 強 悼 鶏 期 制 作 庁 側 泊 見 ) 謹 一 円 突 3 H 叩 品 川 U C ロ 片 山 。 。

三 十 二 愛 玩 動 物 看 護 師 養 成 所 指 定 規 則

- 第 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 変 更 の 届 出 の 処 理

2 第 五 条 の 規 定 に よ る 報 告 の 処 理

3 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収

4 第 八 条 の 規 定 に よ る 指 定 の 取 消 し

国 一」 刷 用 獄 H 鴻 N 中 3 刷 用 務 刑 期 前 世 -E 官同 刑 制 湾 側 泊 3 山 市 町 ， 伊 海 鴻 酋 出 3 謹 瀦 H 中 サ ∞ 品 川 歪 d d

M 附 」 リ 品 川 ω M 7 0 吋 持 」 リ ~ H 「 J H 3 同 庁 打 野 3 1 汁 一 三 n u q = u 仰 が 。

2 第 四 十 五 条 の 六 第 二 項 ( 第 百 四 十 三 条 第 一 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ) の 規 定 に よ

る 一 時 役 員 の 職 務 を 行 う べ き 者 の 選 任

泊 -」 叫 州 灘 H 鴻 N 叩 叩 円 守 山 川 檎 瀦 首 刑 -E 百 抑 制 作 庁 側 泊 3 h 市 町 伊 痔 滅 菌 ほ 3 蓮 鴻 H h 叩 m w 品 町 内 汁 3 L N W F 刊 四 片 官 ザ 向 日 。

9 第 五 十 六 条 第 一 項 及 び 第 四 項 か ら 第 七 項 ま で ( こ れ ら の 規 定 を 第 百 四 十 四 条 に お い て 読 み 替 え て 準 用

す る 場 合 を 含 む 。 ) の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 法 人 に 対 す る 報 告 徴 収 、 立 入 検 査 、 改 善 勧 告 、 公 表 、 措 置 命

令 、 業 務 停 止 命 令 及 び 役 員 の 解 職 の 勧 告

泊 一」 削 畑 潤 H 潤 日 山 中 3 糊 蒋 潮 前 世 -E 官 h 柳 川 判 港 側 畑 3 中 門 町 伊 海 滅 菌 出 3 蓋 獄 H 訓 - f E M 州 C A = 晶 玉 と ? ロ 品 川 H C 什 「 d Z

U 7 0 N ω 仲 」 川 d 品 江 戸 す O N H M 問 」 川 d 什 「 ' E 中 一 円 内 庁 3 1 汁 ぺ ご n u q E U 仰 が 。

1
 

2
 

3
 

寸 時 ∞ ~ 川 「 J N 凡 日 ν 川 v o
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幻 第 百 二 十 五 条 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 法 人 の 認 定

お 第 百 三 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 法 人 の 定 款 の 変 更 の 認 可

M 第 百 四 十 条 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 方 針 の 変 更 の 認 定

お 第 百 四 十 二 条 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 法 人 の 代 表 理 事 の 選 定 及 び 解 職 の 認 可

部 第 百 四 十 五 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 認 定 の 取 消 し

国 一」 w m 滴 H 滴 N 叩 叩 見 ) 叫 m h 市 町 伊 得 減 措 刑 制 円 滑 側 泊 3 蓮 号 満 ω 叩 品 川 潤 ム 叩 ~ H 「 J 満 N 叩 品 川 潤 ω 叩 ~ H T 満 同 相 叩 品 川 判 別

N h 叩 ~ 川 「 d E 謹 一 円 満 H h ψ ~ 川 「 ぺ 内 庁 、 ) H h 叩 停 泊 = u N O 。

一 社 会 福 祉 法 ( 子 ど も 政 策 担 当 の 所 管 に 属 す る 事 項 に 限 る 。 )

- 第 百 四 十 五 条 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 公 益 社 団 法 人 及 び 公 益 財 団 法 人 の 認 定 等 に 関 す る 法

律 第 二 十 九 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 登 記 の 嘱 託

2 第 百 四 十 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 認 定 の 取 消 し に 伴 う 贈 与 契 約 成 立 の 通 知

出 -」 鮒 鴻 H 鴻 N h 叩 見 ) 叫 m 蒋 淘 前 芹 山町 古 h m 羽 海 側 泊 3 h 市 訓 ぺ 同 繭 酋 川 町 3 蓋 鴻 H 叩 丑 ∞ 品 川 圭 ? 、 吋 め ∞ 什 了 N 1 7 0 0

持 」 リ 品 川 ω す 市 ) 吋 州 d d ~ 川 「 d H 3 界 一 円 同 庁 3 1 汁 - U F n 旨 片 山 ω 。

2 第 四 十 五 条 の 六 第 二 項 ( 第 百 四 十 三 条 第 一 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ) の 規 定 に よ

る 一 時 役 員 の 職 務 を 行 う べ き 者 の 選 任

出 一」 山 川 鴻 H 鴻 N 中 3 叫 州 帝 脚 刑 期 前 再 繋 湘 制 作 対 側 畑 3 山 門 職 ぺ 同 踊 世 出 3 議 瀦 H 中 h w 品 町 野 3 」 U W F H 四 片 町 び 向 山 。

9 第 五 十 六 条 第 一 項 及 び 第 四 項 か ら 第 七 項 ま で ( こ れ ら の 規 定 を 第 百 四 十 四 条 に お い て 読 み 替 え て 準 用

す る 場 合 を 含 む 。 ) の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 法 人 に 対 す る 報 告 徴 収 、 立 入 検 査 、 改 善 勧 告 、 公 表 、 措 置 命

令 、 業 務 停 止 命 令 及 び 役 員 の 解 職 の 勧 告

国 一」 刷 用 論 H 瀦 N 中 3 刷 用 時 脚 刑 期 前 洋 袈 湘 制 作 府 側 泊 3 山 市 職 ぺ 同 踊 首 ほ 3 議 瀦 H 中 l u H C M N C h d H 戸 時 3 4 d J E 品川 H O 什 デ z

u y p N ω 仲 」 リ 品 町 H H b ν 川 U N H M問 4 4 什 「 d E h 叩 一 円 同 庁 3 1 汁 一 三 n u g u 仰 が 。

勾 第 百 二 十 五 条 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 法 人 の 認 定

お 第 百 三 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 法 人 の 定 款 の 変 更 の 認 可

M 第 百 四 十 条 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 方 針 の 変 更 の 認 定

お 第 百 四 十 二 条 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 法 人 の 代 表 理 事 の 選 定 及 び 解 職 の 認 可

部 第 百 四 十 五 条 第 一 一項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 認 定 の 取 消 し

国 一」 期 満 H 滅 N 叩 叩 3 山 m h 市 醐 ぺ 同 商 剛 湘 刑 判 円 滑 側 湖 、 ) 蓋 n t 滞 日 ω 叩 品 川 満 広 明 叩 ~ H 「 J 判別 H 叩 叩 M 7 0 瀦 巳 叩叩 M m d w H 叩 斗
μ

。務 庁 ) ー ヨ 戸 E 基 一 円 鴻 H 叩 ~ H 「 ぺ 同 庁 3 H h 叩 除 湿 片 山 い 。

一 社 会 福 祉 法 ( 子 育 て 支 援 担 当 の 所 管 に 属 す る 事 項 に 限 る 。 )

- 第 百 四 十 五 条 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 公 益 社 団 法 人 及 び 公 益 財 団 法 人 の 認 定 等 に 関 す る 法

律 第 二 十 九 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 登 記 の 嘱 託

2 第 百 四 十 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 社 会 福 祉 連 携 推 進 認 定 の 取 消 し に 伴 う 贈 与 契 約 成 立 の 通 知

国 一」 糊 潤 H 潤 N 中 3 山 m h け 部 綿 部 設 期 羽 海 側 泊 3 悼 部 時 品 川 剛 湘 3 議 浦 日 山 間 叩 H n t 「 第 四 条 第 二 項 」 品 川 「 第 七 条 」 一 円 四 冷

官 u ' 「 に よ る 」 3 1 2 刊 「 措 置 命 令 及 び 」 品 川 温 N ' E 中 N め 歪 ? E 中 ω 吾 「 第 九 条 第 一 一項 」 め 「 第 二 十 九 条 第

一 項 」 打 将 官 Y E 中 号 ω 品 川 N 什 「 ' E 蓮 瀦 ⑦ 中 N 門寸 「 指 示 」 時 「 指 示 等 」 一 円 四 片 t u ' E h 叩 門 寸 M M 守 町 民 持 」 リ 品 町 歪 デ

N 戸 時 N ∞ ~ 川 「 d
占 印 3 韮 一 円 内 庁 3 1 汁 ぺ ご n u q E U 仰 向 い 。

訂 第 五 十 八 条 の 十 三 の 二 の 規 定 に よ る 訪 問 購 入 に 係 る 購 入 業 者 に 対 す る 業 務 禁 止 命 令 等

国 一」 刷 用 獄 H 鴻 N 中 3 刷 用 由 自 明 訓 材 開叩叩 官 同 刑 制 湾 側 泊 3 除 菌 刈 比 川 剛 湘 3 議 獄 。 中 f N O 品川 N O 什 デ E 中 E サ 「 指 示 」 時 「 指

示 等 」 一 円 四 片 町 守 d 司 中 A U E 品川 N m ~ H 「 J ホ 3 丑 一 什 野 3 1 汁 -w 一 n u g u 仰 が 。

剖 第 五 十 七 条 の 二 の 規 定 に よ る 業 務 提 供 誘 引 販 売 業 を 行 う 者 等 の 役 員 等 に 対 す る 業 務 禁 止 命 令 等

国 一」 山 畑 瀦 H W加 N h 叩 3 州 防 部 閣 制 蔀 設 耐 相 来 側 H国 3 悼 出 町 同 州 出 附 剛 湘 3 謹 抽 摘 。 叩 f H ∞ 品 川 N ω~川 デ E h 叩 コ サ 「 指 示 」 内 「 指

示 等 」 わ 将 官 ザ d 司 叩 f コ 品 川 N N ~ H 「 J E 品 町 N H ~H 「 J A 3 耳 打 野 3 1 円 三 刊 辻 = 片 山 ω 。

加 第 四 十 七 条 の 二 の 規 定 に よ る 特 定 継 続 的 役 務 提 供 に 係 る 役 務 提 供 事 業 者 等 の 役 員 等 に 対 す る 業 務 禁 止

命 令 等

宝 仙 m 滴 H 滴 N h 叩 3 湘 防 部 綿 部 設 期 制 作 府 側 畑 3 防 部 刈 片 端 3 慈 獄 。 叩 f E 品川 E ~川 「 d E h 叩 z f 「 指 示 」 ゆ 「 指

示 等 」 打 痔 δ ' 耳 訓 - f z 品川 H ∞ 什 「 d Z 品町 コ ~川 「 d ム 叩 Q ) 耳 打 対 Q U 1 汁 三 円 辻 = 片 山 い 。

日 第 三 十 九 条 の 二 の 規 定 に よ る 連 鎖 販 売 業 に 係 る 統 括 者 等 の 役 員 等 に 対 す る 業 務 禁 止 命 令 等
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国 一」 糊 澗 H 潤 N 中 3 山 畑 山 け 部 綿 部 設 期 制 円 滑 側 泊 3 防 部 時 品 川 剛 湘 3 議 潮 。 叩 丑 巴 品 川 H m ~ 川 「 d E h 叩 = 丑 「 指 示 」 め 「 指

示 等 」 打 将 官 Y E 中 う = 品 川 エ 什 「 d 呂 品 町 H ω 什 「 d 中 叩 3 耳 打 野 3 1 汁 J v ↑ n 辻 = u w o 。

ロ 第 二 十 三 条 の 二 の 規 定 に よ る 電 話 勧 誘 販 売 に 係 る 販 売 業 者 等 の 役 員 等 に 対 す る 業 務 禁 止 命 令 等

油 一」 山 畑 瀦 H 瀦 N 中 3 叫 州 防 部 織 部 出 町 官 湘 制 作 滑 側 泊 3 除 部 刈 品 川 剛 湘 3 蓮 滞 。 中 号 。 品 川 回 同 庁 デ E 中 ∞ サ 「 指 示 」 め 「 指

示 等 」 打 将 官 ゾ 耳 中 サ ∞ 品 川 呂 汁 「 J 吋 州 市 W 汁 「 J 命 、 ) 丑 行 突 3 1 汁 ぺ ご 刊 社 口 河 内 山 。

8 第 十 五 条 の 二 の 規 定 に よ る 通 信 販 売 に 係 る 販 売 業 者 等 の 役 員 等 に 対 す る 業 務 禁 止 命 令 等

国 一」 対 潜 H 鴻 N 中 3 叫 州 防 部 団 棚 部 費 湘 制 作 滑 側 泊 3 除 部 刈 品 川 剛 湘 3 謹 獄 。 中 f o 品 川 吋 什 デ E 中 ω サ 「 指 示 」 め 「 指

示 等 」 打 将 官 V d 司 中 サ ω 品 川 。 ~ 川 「 J 品 即 日 什 「 J 占 印 、 ) 耳 打 同 庁 、 ) 1 汁 三 n u q = u 仰 が 。

4 第 八 条 の 二 の 規 定 に よ る 訪 問 販 売 に 係 る 販 売 業 者 等 の 役 員 等 に 対 す る 業 務 禁 止 命 令 等

宝 糊 潤 H 鴻 N 叩 3 糊 闘 部 瀦 部 設 榊 相 湾 側 泊 3 悼 部 時 除 措 3 議 潤 σ 叩 一 円 突 3 1 汁 三 ♀ = u 仰 が 。

却 第 六 十 六 条 第 一 項 か ら 第 四 項 ま で ( こ れ ら の 規 定 を 同 条 第 六 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ) の 規

定 に よ る 報 告 の 徴 収 、 物 件 等 の 提 出 命 令 及 び 立 入 検 査

出 一」 山 畑 潤 H 滴 N 中 3 山 畑 汁 斗 パ 繋 瀬 川 判 円 滑 側 担 3 刷 脚 潜 常 的 措 3 蓮 瀦 昌 明 叩 H f 「 又 は 第 二 項 」 品 町 「 か ら 第 三 項 ま で 」 干 刊

日 片 官 V d E 中 川 山 門 寸 一 計 画 」 品 川 一 長 期 優 良 住 宅 建 築 等 計 画 」 一 ρ 一 同 項 第 一 号 」 品 川 一 同 項 第 二 号 」 一 ρ 一 に 限 る 」 め

「 を 除 く 」 打 尽 $ d 司 蓋 判 別 丘 中 ω サ 「 第 五 十 七 条 第 一 項 」 品 川 「 第 五 十 七 条 第 一一 項 後 段 」 打 尽 $ d E 中 ω 骨 「 事

業 の 施 行 の 促 進 を 図 る た め に 必 要 な 」 除 「 マ ン シ ョ ン 建 替 事 業 に 関 す る 」 打 尽 t u ' E h 叩 ① 号 「 組 合 施 行 者 の 違

反 者 」 品 川 「 マ ン シ ョ ン 建 替 組 合 」 ↑ ? 「 認 可 」 時 「 設 立 の 認 可 」 打 痔 町 ゾ 司 中 吋 号 「 の 違 反 者 」 品 川 歪 。 d 「 又 は 」

3 1 2 n 「 施 行 の 」 品 辛 口 u w d E 中 ∞ サ 「 第 百 十 条 」 内 「 第 百 九 条 第 一一 項 」 打 将 官 V d E 中 呂 サ 「 第 百 四 十 四 条 」 時

「 第 百 四 十 一 条 第 一一 項 後 段 」 打 尽 $ d 司 中 ニ 号 「 事 業 の 施 行 の 促 進 を 図 る た め に 必 要 な 」 時 「 マ ン シ ョ ン 敷 地

売 却 事 業 に 関 す る 」 打 痔 $ J E 中 日 号 「 組 合 施 行 者 の 違 反 者 」 時 「 マ ン シ ョ ン 敷 地 売 却 組 合 」 ↑ ? 「 認 可 」 時

「 設 立 の 認 可 」 打 将 官 ゾ E 叩 打 湾 3 粁 ゆ 打 u g u 円 以 。

日 第 百 六 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 敷 地 分 割 組 合 の 設 立 の 認 可

日 第 百 九 十 条 第 一 項 後 段 の 規 定 に よ る 敷 地 権 利 変 換 計 画 の 認 可

日 第 二 百 十 三 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 敷 地 分 割 事 業 に 関 す る 勧 告 等 又 は 措 置 命 令

日 第 二 百 十 四 条 第 三 項 及 び 第 四 項 の 規 定 に よ る 敷 地 分 割 組 合 に 対 す る 措 置 命 令 又 は 設 立 の 認 可 の 取 消 し

浬 刷 用 油 H 瀦 N 中 3 刷 用 綿 織 南 川 町 難 湘 相 湾 側 泊 3 蓋 瀦 ω 中 サ ω 品 川 品 什 デ E 中 N f 「 第 十 五 条 第 一 項 第 三 号 」 時

「 第 十 五 条 第 二 号 」 一 ρ 「 又 は 木 造 建 築 士 」 内 「 及 び 木 造 建 築 士 試 験 」 打 痔 与 d 耳 叩 号 N 品 川 ω 什 「 d H W N ~ H 「 J

耳 叩 一 什 H ~ H 「 ぺ 深 見 ) 』 μ J V 一 円 〕 吉 川 仰 向 日 。

- 第 四 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に よ る 二 級 建 築 士 及 び 木 造 建 築 士 の 免 許 を 受 け る 資 格 の 認 定

出一」 糊 鴻 H 潤 N h 叩 見 ) 叫 畑 綿 織 帯 川 町 剛 湘 同 刑 判 円 滑 側 泊 見 ) 蓋 門 寸 滅 N m h 叩 品 町 浦 町 市 叩 什 了 減 N 品 市 叩 品 町 滅 N ∞ 叩 ~ は 了 減 N ω 相 叩 品 町 鴻 N 日

間 叩 ~ は 「 d 耳 蓮 潤 N N 叩 f N 品 川 歪 庁 ) J ω 品 町 N ~ は 「 d ム U 7 0 ⑦ 川 付 」 リ 品 川 ω M Y O m 持 」 川 ， 什 「 J 耳 叩 、 吋 号 「 及 び 第 六 項 」 M 向

。
A 「 又 は 届 出 の 受 理 」 内 E 4 h u d E h 叩 門 寸 寸 命 。 ~ 川 「 〆 ∞ 品 川 吋 什 「 〆 m w 品 町 ∞ ~ 川 「 〆 耳 叩 呂 門寸 「 第 六 十 六 条 」 3 1 2 H

「 に お い て 準 用 す る 第 五 十 七 条 第 一一 項 後 段 」 品 川 温 N ' E 叩 骨 呂 内 ∞ 什 「 ' 耳 叩 z n寸 「 組 合 」 内 「 マ ン シ ョ ン 建

替 組 合 」 打 痔 δ d E 中 門 寸 = め 目。 ~ 川 「 ' 巳 1 7 0 5 M 附 ベ リ 品 川 H H b ν 市 二 品 川 間 4 4 ~ 川 「 ' 目。 め 恐 一」 月 ア コ 品 川 回 目 什 「 d 同 ∞ 品 川 歪 。 ，

E 命 日 。 ~ 川 「 ' 問 。 品 川 コ 汁 「 d 占 印 3 内 庁 一 什 内 庁 3 1 汁 三 n u q E U 仰 が 。

日 第 百 三 十 八 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 二 条 の 規 定 に よ る 決 算 報 告 書 の 承 認

同 第 百 四 十 五 条 に お い て 準 用 す る 第 百 四 十 一 条 第 一 項 後 段 の 規 定 に よ る 分 配 金 取 得 計 画 の 変 更 の 認 可

浬 対 潜 H 鴻 N 中 3 刷 用 綿 織 南 川 町 鶏 湘 相 湾 側 泊 3 謹 瀦 問 中 N H 門 寸 「 組 合 」 品 川 「 マ ン シ ョ ン 敷 地 売 却 組 合 」 打 痔 t v d

E 中 f N H 品 川 N O 什 「 d 耳 中 一 円 野 3 1 汁 - w - n 誼 U 仰 が 。

幻 第 百 七 十 条 第 一 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ る 事 業 計 画 の 縦 覧 又 は 意 見 書 の 処 理

辺 第 百 八 十 三 条 第 一一 項 の 規 定 に よ る 敷 地 分 割 組 合 の 定 款 又 は 事 業 計 画 の 変 更 の 認 可

お 第 百 八 十 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 敷 地 分 割 組 合 の 解 散 の 認 可

目 第 百 八 十 七 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 二 条 の 規 定 に よ る 決 算 報 告 書 の 承 認

お 第 百 九 十 七 条 に お い て 準 用 す る 第 百 九 十 条 第 一 項 後 段 の 規 定 に よ る 敷 地 権 利 変 換 計 画 の 変 更 の 認 可

部 第 二 百 十 四 条 第 五 項 か ら 第 七 項 ま で の 規 定 に よ る 敷 地 分 割 組 合 の 総 会 等 の 招 集 、 解 任 の 投 票 の 実 施 又

は 議 決 等 の 取 消 し

油 一」 州 滅 H 滅 N 中 3 州 協 幣 砕 川 町 難 湘 朝 刊 庁 側 畑 3 蓮 号 満 問 中 州 判 明 日 山 中 ~ 川 「 ' 滅 丘 中 3 野 - n 何 汁 3 N 中 品 川 沿 ロ 片 山 山 。
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11十11 出底思-at(土日開 Q 都民E;; g望湖上l~かの巡事正

..--< 撚十<~*織 1 1部 Q聡{1!:i~-4 削除聴時E;;~と~E;;市~ta

11十111 Ì"入ふ m 入E;;託皿割 Q摺同会~E;;岩製剤~~~tQ巡をま(時世十 11 母巡をま首長岡田十兵Eわ)

..--< 撚同州~E;; 1 1組長 I ~同~~眠 1 1 皆、 e 転{I!:i~-4tQ也n lW思40E;; ij同闘将担lÞ ~~交いの霊III1IT' 誕舵肖る語4日

別表第2家畜保健衛生所長の項第 1号に次のように加える。

<D 組長田十吋~E;;同線 1 1罫吋b額引〈官(E;;塁塁側~ム-ftQ~語義~~tQ障制凶官長調lÞ議 tlg E;;蛍限判*E;;村;;ta 同~~l'\-'E;;阪奈

ド 撚E十機E;;-\J~ 1 1官、とl~ ニド望書ffi: 1眠時燃十機棋 1 1回 Q騒{I!:i~-4時騒零とl~ tQ位制凶官長割lÞ部tlgE;; ~妥眼帯保

E;;主主j腿-"=1割lTE;;哩t!E;;剛容出

別表第2土木総合事務所長の項第48号 1中 「燃〈城聡11郎」の下に 1(線記《燃 1 1 廊肖b織自慢(~~二 ν幅

必~吋ド摺ffi:~tQ~際司ロ州如布。 ) J を加 え、 「幅制(総長崎4燃 1 1罫 E;;~寝{慢と」吋時制降\E;; ~宮{I!:i E;;岳担~~tQ ~宮{製品j

如品。)J を I lll\'( ~京臨丑t(i!i t相官製縦割iFiit固e穏{I!:iJに改める。
別記様式第26号を次のように改める。

別記様式第26号(第71条関係)

願届簿

課長 課長補佐 係 年月日 事由
地
酎
判

官
MHI
氏名 |整理済確認

備考 年次有給休暇については、事由欄の記入を要しない。

別記様式第27号の 2及び別記様式第27号の2の2中 11 本人印 IJを 11本人の確認 IJに改める。

別記様式第27号の8中 11 請求者印 | 所属長印 IJを 11請求者の確認|所属長の確認 IJに改める。

別記様式第27号の9中 11 申請者印 | 所属長印 IJを 11申請者の確認|所属長の確認 IJに改める。

別記様式第27号の16中 「⑮」を削る。

附則

(施行期日)

1 この訓令は、令和4年4月 1日から施行する。ただし、別表第 1第 2号の表の改正規定(同表生活環境部

長専決事項の生活安全課の欄第6号を改める部分に限る。)は、同年6月1日から施行する。

(経過措置)

2 この訓令による改正前の石川県処務規程の規定に基づいて作成した用紙は、なお当分の問、所要の調整を

して使用することができる。

石川県訓令第10号の公表公告

石川県公告式条例(昭和25年石川県条例第32号)第4条第2項において準用する同条例第 2条第2項ただし書の規

定により、次のとおり県庁前の掲示場及び総務部行政経営課の執務室前に掲示して公表した。

令和4年4月15日

石川県知事 馳 1告

石川県訓令第10号

庁

出

中

先 機

般

関

ク、、ルーフ。制に関する運営規程(平成17年石川県訓令第11号)の一部を次のように改正する。

令和4年3月31日
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石川県知事 馳

号 外 11

，i，昼二
1口

別表第1県民文化スポーツ部の部文化振興課の項巾 「、整備グ、ループ、開館企画ク守ループ、利用推進グルー

プj を削り、同部スポーツ振興課の項中 「、合宿誘致グループj を削り、 「スポーツ振興グ、/レープJの次に 「、

スポーツ交流推進グループ」を加え、同表健康福祉部の部薬事衛生課の項中 「生活衛生グループJを 「生活衛

牛・動物愛護グ、ループ」に改める。

別表第3保健環境センターの部の前に次のように加える。

|利用推進課 |企画事業グループ、協力連携グループ

|閲覧サービス課|一般サービスグループ、こどもサービスグループ

附則

この訓令は、令和4年4月 1日から施行する。ただし、別表第 1の改正規定(同表県民文化スポーツ部の部

スポーツ振興課の項を改める部分及び同表健康福祉部の部薬事衛生課の項を改める部分に限る。)は、同月 8

日から施行する。

石川県司1[令第11号の公表公告

石川県公告式条例(昭和25年石川県条例第32号)第4条第2項において準用する同条例第 2条第2項ただし書の規

定により、次のとおり県庁前の掲示場及び総務部総務課の執務室前に掲示して公表した。

令和4年4月15日

石川県知事 馳

石川県訓令第11号

庁

出

石川県文書管理規程(平成14年石川県訓令第7号)の一部を次のように改正する。

令和4年3月31日

石川県知事 馳

別表第 1中 11 文化振興課 |文 IJを

文化振興課

いしかわ百万石文化祭推進室 I ~ I に町
附則

この訓令は、令和4年4月8日から施行する。

石川県告示第121号の公布公告

中

先 機

般

関

f告

浩

石川県告示等の公布に関する規則(昭和45年石川県規則第38号)第2条ただし書の規定により、次のとおり県庁前

の掲示場及び総務部行政経営課の執務室前に掲示して公布した。

令和4年4月15日

石川県知事 馳 浩

石川県告示第121号

石川県財務規則の規定による癖の名称及び位置(昭和39年石川県告示第191号)の一部を次のように改正し、

令和4年4月 1日から施行する。

令和4年 3月31日

石川県知事 馳 ?告

表中 11石川四高記念文化交流館 |金沢市広坂2丁目
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